
３日： 新月 旧１２月１日 

５日： 小寒 ：  

 １７日： 阪神淡路大震災 

 １８日： 満月 旧１２月１６日（小さいミニマムーン） 

２０日： 大寒 

「栃の木からの手紙」の由来。これは２００６年にアメ

リカのクリントイーストウッドが監督し製作した戦争映画

「硫黄島からの手紙」より来ている。監督は、硫黄島攻防

における日本兵の視点から「硫黄島からの手紙」、アメリカ

人の視点から「父親たちの星条旗」という題名の二本の映画を制作した。 

去る１１月下旬、ＳＴＢラジオの夕方の番組「吉川のりおスーパーライブ」で日高晤郎ショーの

初期のスタッフであり、更にアンパンマンで有名なやなせたかしさんの元で働いていた「梯（かけ

はし）久美子」さんを知り「散るぞ悲しき：硫黄島総指揮官・栗林忠道」という書籍に出会った。

初版は２００５年７月３０日。２４刷 ２００６年１２月３０日。 

戦後２３年の１９６８年、硫黄島を含む小笠原諸島が日本へ返還され、更に２６年後の１９９４

年２月、天皇が初めて硫黄島の土を踏んだ。その時詠われた句は、 

       精根を込め戦ひし人未だ地下に眠りて島は悲しき 

硫黄島総指揮官・栗林忠道は、アメリカ軍が硫黄島に上陸して１ヶ月程の１９４５年３月１７日に

大本営に向けて訣別電報を打った。その電報の最後に添えられていた３首の辞世の句のひとつ。 

    国の為重きつとめを果し得で 矢弾尽き果て散るぞ悲しき 

それを受け硫黄島玉砕を報じる新聞に掲載された訣別電報は、大本営により多々改変されていた。 

     「散るぞ悲しき」 は、「散るぞ口惜し」 

今の世でも改ざんが行われ偽りの情報が実しやかに幅を利かせている。 

農業・食の問題でも「化学農薬」に始まり「遺伝子組み換え」「ゲノム編集」へと技術が進みその

有効性が海外では否定されている事がある中で、日本では国が積極的に受け入れる姿勢を執ってい

る。ドラックストアやホームセンター等の特等席で整列している大型容器のあれ。しかも、農産物

の残留農薬の基準も緩和方向に大幅に見直されている。都合の良い様に見直されているのです。ど

こぞかの偉い委員さんたちが通過させてしまっているのでしょうね。健康に良い大豆ミートにして

も、安いからとうっかり手を出すと遺伝子組み換え大豆だったりして！その為に健康志向、ベジタ

リアンを宣伝する。遺伝子組換えは判断できない状況になっているのですよ。 

 年末に香取慎吾が演じる山本五十六のドラマがありましたが、大きな流れの中で正しい事も伝え

られない。表情を読まれてもいけない状況の中で最善を尽くし、結局大戦へと突入して行った。 

 硫黄島における栗林忠道にしても、アメリカの力を十分に知る中で日本本土への空襲を一日でも

遅らせる為に最善を尽くしていた。大本営の言いなりに作戦を行っていたならば数日で陥落してい

たであろう硫黄島を３６日間に及び抵抗を続けた。 

 一年の始まりの中で、温暖化効果ガスの増加、異常気象が嘘である様な情報も流れています。 

私たちは、周囲を良く観て移ろいやすい勘ではなく、ゆるぎない直観力を養う必要があります。 

一般社団法人 

ＭＯＡ自然農法 

文化事業団 

美美美幌幌幌会会会 

    感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり   

栃栃栃ののの木木木かかからららののの手手手紙紙紙   
２０２２年 睦月 1月号  



２０２１年作物の出荷量 

２０２２年１月号    

 

 ２０２１年は何と言っても７月の旱魃が大きく

作物の生育に影を落としました。芋にとっては、成

長するべき時に水が無かったのです。 

 ８月に入って雨が降る様になりましたが、これが

芋の２次成長を促しマイナスに影響しました。 

そんな中でも芋の管理作業を早期培土の方法に変

えていた為に土中水分の保持に幾らかでも効果が

あったのかもしれません。また、芋の変形（２次成長を除く）が少なくなりました。 

 早生の「とうや」、中生の「きたあかり」は出荷量が増え、晩生の「さやあかね」は二次成長が

影響して減りました。「ノーザンルビー」は、平年並み。「シャドークィーン」は、旱魃が大きく影

響しているのでしょう。半減してしまいました。 

 有機ＪＡＳのビーツを５畝

作付けしました（一般は９畝）。 

有機ビーツは、ネット販売で。 

一般ビーツは、現在近隣スー

パー等で販売中。 

今後のビーツの生産方法・販

売方法の検討が必要とされて

います。 

 下表のビーツの出荷量は、

年が明けてもまだ増えるだけ

の生産量を有しています。 



 暦 と 気 象 ～   ２０２２年 １月号 

暦 と 気象 に関する俚諺の一つに次の様なものがあります。 

   目に見えない大切な事にこころを向けて見ませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年 １２月 １６日      ２０２１年 １２月 １７日 

 この冬の有機ＪＡＳ畑は例年と違います。新しい試みを始めています。それは何でしょうか？ 

看板の左の緑は、秋播き小麦。右側の緑は、後作緑肥のエン麦の緑。中央の土色は、ひまわりとビ

ーツの栽培跡と芋跡でエン麦種の足らなかった部分。一般の畑では後作エン麦は１０月頃には畑に

すき込まれますが、この畑では、春にすき込み土壌構造を改善する目的でエン麦を栽培しています。 

☆ 雨量 と 地下水 

雨量  ⇒  旧正月元日から最初の未の日までの日数でその年の雨量を予知 

   元日 が 未 ⇒ １合水 旱魃   ２０２２年令和４年壬寅 

   三日目が 未 ⇒ ３合水 旱魃   旧正月 ２月 １日  

   十日目が 未 ⇒ １升水 大水  最初の未 ２月１１日 １０日目 

地下水 ⇒  正月元日 から最初の未の日の日数   最初の未 １月１１日  ５日目 

                          雨量    １０ 

                          ――― ＝ ――― ⇒ 多い 

                          地下水    ５ 

☆ 旧正月 と 立春 

２０２２年    立春より早い ⇒ 春が早い 秋が短い 

   旧正月 ２月 １日  ⇒ 立春と同じ頃 ⇒ 平年並み 

   立春  ２月 ４日    立春より遅い ⇒ 春遅い 秋が長い 夏短い 

 

☆ 豊作 

・小寒の日（１月５日） 少し雨が降る ⇒ 麦 豊作 

・小寒の日（寒の入り） 雪降るは   ⇒ 豊作  （１月５日降雪です） 

・寒中に雷鳴             ⇒ 豊作 

・寒中にしばしば雨降る        ⇒ 春 豊作 

・旱魃 に 凶作なし     （２０２１年７月旱魃） 

・旧暦閏年に 凶作なし    （２０１７年は閏５月で５月が二回あり閏年） 

☆ 凶作 

・日蝕 ある年は  ⇒  凶作多い 

・月食 ある年は  ⇒  蔓作凶作 （１１／８日皆既月食） 


